九州電力送配電株式会社　御中
コンデンサ不要化運用に関する同意書
○○〇〇（以下、「需要者」という。）は、需要者の〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇における高圧進相用コンデンサを系統接続しない運用（以下、「コンデンサ不要化運用」という。）を行うことについて、次の通り同意する。


（対象設備）
第１条　需要者は、本来、系統接続する予定であった次の高圧進相用コンデンサ（以下、「本件コンデンサ」という。）を常時、系統接続しないものとする。
２　需要者は、コンデンサ不要化運用中において本件コンデンサを現地に設置する必要はないが、未設置とする場合、事後的に本件コンデンサの設置が可能な設置スペースを予め確保する。
３　需要者は、系統接続予定であった本件コンデンサの容量及び本件コンデン
サを系統接続時の受電点における想定力率は次の通りであることを認める。
	需給地点
	○○県○○市○○町○丁目○－○

	本来
系統接続予定であったコンデンサ容量
	容量
	○○kVar

	
	内訳
	容量
	台数
	開閉装置

	
	
	○○kVar
	○台
	(例)ＬＢＳ

	
	
	○○kVar
	○台
	(例)ＰＣＳ

	コンデンサ系統接続時の受電点における想定力率
	〇％

	コンデンサの現地設置
	あり・なし
· 現地設置なしの場合、設置スペースは確保


（コンデンサの系統接続）

第２条　需要者は、事前に協議した場合を除き、本件コンデンサの系統接続を行ってはならない。

２　前項に反し、本件コンデンサの系統接続を行った場合、速やかに本件コンデンサを操作し、系統未接続の状態に戻さなければならない。
　　　

（状態の確認）

　第３条　需要者は、コンデンサ不要化運用が継続されているかについて、第１条に定める需給地点の訪問又は電話連絡などで九州電力送配電株式会社（以下、「当社」という。）から確認があった場合、これに協力する。
（有効期間）

第４条　本同意書の有効期間は、需要者の電気設備の供給開始日から終了日までとする。
（増設時などの取扱い）　

第５条　需要者は、電気設備（変圧器、電動機及びコンデンサ等）の増減又は取替を計画する場合、供給者に対しあらかじめ通知する。
　　　２　上記の結果、実力率が大きく変化するため本同意書の廃止が必要となった場合、需要者は供給者及び当社と調整の上、設備更新に合わせて必要となるコンデンサを設置し系統接続する。
（所有者変更時の取扱い）　

第６条　需要者は、電気設備（変圧器、電動機及びコンデンサ等）の所有者を変更
する場合、本同意書の内容を新たな所有者に確実に引き継ぐものとする。
（同意書の廃止）

　第７条　需要者は、次の各号に該当する場合は、第４条に定める有効期間内であっても、本同意書の廃止に応じるものとし、コンデンサの設置及び系統接続を行う。

(1)第５条の協議により、当社が本同意書を廃止すると
判断した場合

(2)需要者の設備運用上の都合等により、需要者が本件コンデンサ不要化運用を終了したいと当社に申し出た場合で、協議により、本同意書を廃止すると決定した場合
(3)当社が系統運用上の都合から、本件コンデンサ未接続運用を不要と判断した場合で、協議により、本同意書を廃止すると決定した場合
(4)需要者が本同意書の定めに違反した場合

(5)供給者の都合により、本同意書の廃止が必要となる場合
（損害賠償）　

　第８条　需要者は、本同意書に定めるコンデンサ未接続運用によって、需要者又は第三者に損害が発生した場合、当社に瑕疵が認められる場合を除き、当社がその責任を一切負わないことを認める。
（守秘義務）
第９条　需要者は、次の各号に該当する場合を除き、本同意書の内容を第三者に開示してはならない。
（１）電気の調達先の電気事業者と契約するために開示が必要な場合
（２）電気の調達先の電気事業者を変更するために開示が必要な場合
（３）電気設備の所有者を変更するにあたり新たな所有者へ開示が必要
　　　な場合
（４）電気設備工事等により設備情報の開示が必要な場合

（その他）

第１０条　需要者は、本同意書により難い事象が発生した場合、当社と協議のうえ、その取扱いについて定めるものとする。

この同意の証として、需要者は本書を作成し提出するとともに、本書の写しを保管する。なお、保管期間は本同意書の有効期間と同じとする。


〇〇〇年〇〇月〇〇日
　　　　　　　（需要者）氏名 ：〇〇〇株式会社　代表・・・　〇〇　（印）
　　　　　　　　　　　　住所　　 ：〒○○　〇〇県〇〇市○○　●●ビル
　　　　　　　　　　　　連絡先   ：〇〇-○○-○○
需要者名を記載





需要場所住所や施設名を記載





同意した日を記載





同意者（需要者）の情報を記載





押印








